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1 は じ め に

著者らは良食味品種育成のために,食味に関連すると考

えられるアミロース,タ ンパク質,ア ミログラム特性につ

いて,分析機器を有効に育種の選抜に活用する方法を検討

中である。これまで1990年 と1991年の 2年間にわたり育成

中の系統について,自米の成分及び物理性の分析を行って

きた。この両年は1990年が高温年で順調に登熟した年であ

り,1991年は低温で障害不稔が発生した年である。

この特徴的な 2か年間にわたり調査した結果を報告し,参

考に供する。

2試 験 方 法

(1)供試材料

供試材料は新品種育成試験の中のほぼ形質の固定した系

統を用いた。1991年に生産力検定予備試験 (F`～ F,躙
において立毛選抜した早生区,8組合せ,40系統及び中生

区,11組合せ,40系統について,自米の理化学的特性を調

査し,単独系統として栽培した前世代の1990年産米におけ

る測定値との年次間の比較を行った。また,1991年の生産

力検定本試験における標準品種「■タオウ」 5区 ,「むつ

はまれJ8区について,不稔歩合と自米の成分との関係を
調査した。

●)調査方法
理化学特性の測定にあたっては,タ ンパク質含有率はブ

ランルーベ社インフラライザー450型 を,ア ミロース含有

率は同社オートアナライザーⅡ型を,ま たアミログラム特

性はプラベンダー社ビスコグラフPt 100型を用いた。また,

食味官能試験は,早生区の系統は「ハツコガネ」,中生区

は「むつれはまれ」を基準とし,日本穀物検定協会の試験

方法に基づき,-3～ +3に評価した。

3 試験結果及び考察

1990年と1991年の登熟期間の気象条件を表 1に示した。

1991年は1990年に比べて,出穂期はほぼ同じだったが,出

穂後40日間の平均気温が低かった。

両年産米の成分の平均値をみると (表 2),1991年産米

は,1990年産米に比べて早生区ではアミロース含有率が ,

また中生区ではタンパク質含有率が高かった。

成分の年次間の相関係数を表 3に示したが,早生区では,

タンパク質,ア ミロースともに相関は認められなかった。

中生区では,ア ミロース,タ ンパク質ともに年次間の有意

な正の相関が認められた。

表 1 1990年 と1991年における気象の概要(ア メダス)

表 2 1990年及び1991年産米の成分の平均値

表 3 1990年 と1991年産米における成分分析値の相関
係数

成  分 中生区 (n‐ 40)

タンパク質

アミロース

ll =,11,1*=は ,それぞれ5%, 1%,01%水準で有意であることを示す(以下lll。

1991年における食味官能試験結果と成分分析値との相関

係数を表 4及び表 5に示した。早生区においては,官能試

験値と相関の高かった分析項目は,1991年 産米及び1990年

産米ともアミロース含有率及びアミログラム特性値 (最高

粘度,ブ レークダウン)であり,ア ミロース含有率と食味

官能試験の総合・外観・味・粘りの各項日間に負の,ま た

硬さとの間に正の有意な相関が認められた。またアミログ

ラム特性値と食味官能試験の各項目間には,ア ミロース含

有率の場合とは正負が逆の相関関係が認められた。

以上のことから,早生種の良食味の選抜にはアミロース

含有率及びアミログラム特性の選抜がある程度有効である

と考えられるが,タ ンパク質及びアミロース含有率の年次

間の相関が低かったことから,気象要因等の影響について

品 種 年次 出穂期
出穂後40日 間の

平均気温 日照時数

キ タ オ ウ

(早 生 )

1990年

1991年

729

730

235

208

1358

1592

むつ はまれ

(中 生 )

1990年

1991年

82
83
234

203

1530

161 5

(単位 :%)

成 分 試験区 1990'F 1991年

タ ン パ ク 質
早生区

中生区

73 75
76

ア ミ ロ ー ス
早生区

中生FX

192

192

207

195
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表4 官能試験値と食味関連形質分析値の
相関係数             (早 生区)

ιLり職系統は26系統(df=24),1"1年 17米を用いた。

表5 官能試験値と食味関連形質分析値の
相関係数

不稔歩合 (%)

不稔歩合とタンパク質合有率との関係

タ

ン

パ

ク

質

（
％

）

凡例

●キタオウ

+む つはまれ

図 1

(中生区)

アミロース ブレーク
ウ ン

総 合

外 観

香 り

岸iり

さ

005

-012

-015

001

-001

-006

015

014

05r

010

-007

002

ア

ミ

ロ

ー

ス

（
％

）

凡例

●キタオウ

+むつはまれ

た 供試系統は28系統 (di=26),1991年席米を用いた。

さらに検討する必要がある。

中生区においては,1991年産米におけるタンパク質含有

率及び食味官能試験の総合・味・粘りの各項日との間に負

の有意な相関が,ア ミログラム特性値と香りの間には正の

相関関係が認められた。このことから,中生種の食味には

自米中のタンパク質含有率の影響が考えられ,ま た表 3に

見られるように年次間及び世代間の相関も高いことから中

生種の良食味系統の選抜にはタンパク質含有率が有効な指

標となりうると考えられた。 しかし,1991年 は,早生の

「キタオウ」から中生の「むつはまれ」を!|■心に,低温に

よる障害不稔が発生し,不稔が発生した系統には自米の成

分への影製も考えられた。図 1及び図2に「キタオウJと

「むつはまれ」の不稔歩合と成分との相関図を示した。不

稔歩合とタンパク質含有率との間には正の,ま たアミロー

ス含有卒との間には負の相関を示し,不稔によるタンパク

質含有率とアミロース含有率との関連性が示唆された。

不稔歩合 (%)

図2 不稔歩合とアミロース含有率との関係

4 ま と め

1)良食味品種を育成するために,ア ミロース,タ ンパ

ク質,ア ミログラムの分析結果を食味選抜の一方法として

活用するために,過去2年間にわたり育成系統についてこ

れらの特性について分析を行った。

2)早生系統ではアミロース含有率及びアミログラムと

食味との関係が強かったが気温等の気象要因も大きいと考

えられた。

3)中生系統ではタンパク質と食味との関係が年次間 ,

世代間で強いと考えられた。

4)こ れらの結果は障害不稔等によっても変動すること

から,あ まり強度の選抜は,逆に育種効率を低下させると

考えられた。
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